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分
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ル
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節
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困
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が

神戸新聞社 令和 6年ン月 q e (日)

「ー^2年半前から左の肝関節が痛みます。左脚
を前や横に振ったり、体重をかけたりすると

甬み、 1年前からつえに頼っています。脊柱

間疾窄症と側蛮症を抱えていますが、股関
節の骨に大きな異常はありません。何をどこ

に相談すれぱ良いでしょうか。(69歳、女性)

朝刊

安藤渉医師


